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去
る
九
月
二
十
日
、

ふ
る
さ
と
の
宿
で
、
村

民
約
百
人
の
参
加
を
得

て
、
村
お
と
し
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
昨
年
七
月
、
ふ
る

え
」
と
の
宿
閣
設
を
機
に

「
ふ
る
さ
と
河
辺
を
愛

す
る
河
辺
入
の
集
い
」

と
題
し
て
内
側
か
ら
の

河
辺
を
考
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
河
辺
村
を

外
か
ら
見
て
、
資
源
、

取
り
組
み
な
ど
自
由
に

率
直
に
語
っ
て
も
ら
お

う
と
、
松
山
大
学
経
営

学
部
教
授
。
原
田
満
範

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
!
と
し
て
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
前
大
洲
市
長
@

近
田
官
一
秋
氏
(
大
洲

市
)
、
え
ひ
め
地
域
づ
く

り
代
表
運
営
委
員
・
守

と

谷
和
久
氏
(
川
之
江
市
)
、
県
カ

ヌ
l
協
会
理
事
。
池
内
剛
三
氏
(
松

山
市
)
、
野
村
少
年
自
然
の
家
・
玉

田
隆
氏
(
野
村
町
)
、
フ
リ

l
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
s

堀
川
ふ
ぢ
こ
氏
(
松

山
市
)
の
五
人
を
迎
え
ま
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
午
後
一
時

か
ら
、
ま
ず
日
本
企
画
研
究
所
社

長
で
自
治
大
学
講
師
の
佐
藤
仁
威

氏
に
「
今
、
地
方
(
か
わ
ぺ
)
が

生
き
残
る
に
は
・
:
」
と
題
し
て
の

基
調
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い

て
大
野
村
長
が
河
辺
村
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、
パ
ネ

ル
討
議
に
移
り
、
佐
藤
氏
も
ゲ
ス

ト
に
加
わ
っ
て
頂
き
沢
山
の
。
量
一
(
買

な
ア
イ
デ
ア
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
河
辺
を
選
ん
で
来

て
く
れ
て
、
住
ん
で
も
ら
う
に
は

何
か
特
徴
が
必
要
。
例
え
ば
ご
こ

に
は
龍
王
の
滝
、
坂
本
龍
馬
脱
藩

の
道
な
ど
グ
龍
。
と
付
く
の
が
目

立
つ
が
、
河
辺
を
龍
の
イ
メ
ー
ジ

に
変
え
て
見
て
は
ど
う
か
。
」
な
ど

じ

て

f呆

存

ー
レ
宇
品

1
レ

よ

、つ)

量騨盟関
ff 
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河
辺
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
(
個

性
化
)
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
む

ら
づ
く
り
」

に
は
、
お
金

も
い
る
。
技

術
も
い
る
。

知

恵

も

い

る
。
組
織
や
り

制
度
も
必
要
加

で
あ
る
。
だ
ゆ

が
そ
の
べ

l
調

ス
に
、
む
ら
心

を

愛

す

る

矧

人
々
の
美
し
話

い
心
が
な
け
長

れ
ば
、
見
か
射

け

だ

け

の

吠

「
む
ら
づ
く

り
」
と
終
っ

て
し
ま
う
。

私
た
ち
、

一
人
一
人
が

未
来
の
夢
を

発

人のうごき
(平成元年10月1日現在)

世帯数 577 戸

男子 880 人

女子 870 人

計 1，7 5 0人

ーー

見
つ
つ
、
身
の
ま
わ
り
か
ら
日
常

の
努
力
を
積
み
重
ね
て
、
美
し
い

心
で
、
美
し
い
河
辺
村
づ
く
り
の

花
を
咲
か
せ
た
い
と
感
じ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
あ
り
ま
し
た
。

引
グ
三
歳
を
取
っ
た
か
ら
か

山

I
し
向
い
や
に
健
康
と
か
身
体

一
、
ま
す
こ
と
が
気
に
な
り
だ

…

j
…
し
た
。
村
放
送
の
「
ガ

zfン
検
診
」
に
耳
を
す
ま

何
人
J

恥
し
、
舘
報
の
「
保
健
だ
よ

山

A
1
問
り
」
に
す
ぐ
目
が
行
き
、
体

の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
仕
事
の
鬼
」
と
い
わ
れ
れ
ば
、

感
心
も
す
る
が
、
「
仕
事
中
毒
」
と

な
れ
ば
別
で
あ
る
。
人
一
倍
の
か

ん
ば
り
屋
で
、
家
庭
や
家
族
を
顧

み
る
問
も
惜
し
ん
で
働
き
、
仕
事

し
て
い
た
人
が
突
然
売
ぬ
「
過
労

死
」
が
近
ご
ろ
目
立
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
。
休
ま
ず
、
少
々
の
病

気
や
体
調
の
悪
さ
は
後
に
し
て
、

ま
ず
仕
事
と
い
う
滅
私
型
の
人
に

多
い
と
か
。
仕
事
大
い
に
結
構
。

し
か
し
、
自
分
の
体
は
自
分
で
守

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

役
場
の
ガ
ン
検
診
も
受
け
よ
う
、

人
間
ド
ッ
ク
も
機
会
が
あ
れ
ば
受

診
し
て
み
よ
う
。
み
ん
な
職
場
で

家
庭
で
地
域
で
大
切
な
人
で
あ
る

こ
と
は
い
ろ
ま
で
も
な
い
。
手
遅

れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
勇
気
を

も
っ
て
、
健
康
の
た
め
に
手
を
打
っ

て
ぼ
し
い
も
の
で
あ
る
。
平
均
寿

命
八
十
余
年
、
二
十
一
世
紀
は
日

の
前
で
す
。
ま
た
と
な
凶
人
生
だ

か
ら
こ
そ
、
お
互
い
元
気
で
ゆ
と

り
を
も
っ
て
歩
ん
で
行
こ
う
で
は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

(

佐

)
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リスeムにのって歌う山路さん(最優秀賞)

ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
8

納
涼

盆
お
ど
り
大
会
。
で
新
調
し
た
ば

か
り
の
，
大
太
鼓
。
と
音
頭
を
パ
ッ

ク
に
唯
一
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
扇

子
お
ど
り
」
と
「
河
辺
音
頭
」
「
平

成
音
頭
」
な
ど
、
村
民
と
里
帰
り

の
人
た
ち
が
踊
り
の
輪
を
広
げ
、

真
夏
の
一
夜
を
共
に
楽
し
み
ま
し

た。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
。

会
最
優
秀
賞

山
路
満
徳
さ
ん
(
大
洲
市
)

「歩」

食
準
優
秀
賞

東
間
秀
則
さ
ん
(
砥
部
町
)

「
想
い
出
迷
子
」

カ
熱
演
賞
中
田
芳
次
さ
ん
(
八
幡
浜
市
)

「
献
身
」

うまいえf安いがモットーです。

活
力
あ
る
村
お
こ
し
運
動
の
一

環
と
し
て
催
し
ま
し
た
か
ふ
る
さ

と
祭
り
8

が
皆
さ
ま
の
御
支
援
・

御
芳
志
を
い
た
だ
き
、
村
あ
げ
て

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

里
帰
り
さ
れ
る
方
々
か
ら
も
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と
の

声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
ま

す
/
¥
協
調
性
の
あ
る
活
力
あ
る

郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

祭
り
に
際
し
ま
し
て
は
関
係
機

関
、
団
体
、
建
設
会
社
等
の
方
々
に
、

稲
田
明
美
さ
ん
(
河
辺
村
)

「
み
だ
れ
髪
」

福
泉
正
子
さ
ん
(
内
子
町
)

「
命
の
き
ず
な
」

お

ネし

優雅な舞にうっとり

さ
ま
ざ
ま
な
御
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
今
売
り
出
し
中

の
。
ふ
る
さ
と
の
宿
e

を
会
場
に

催
し
、
駐
車
場
末
整
備
の
た
め
収

容
に
心
配
い
た
し
ま
し
た
が
、
皆

さ
ま
の
御
協
力
に
よ
り
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
し
ま
し
た
こ

と
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(
大
会
長
大
野
富
士
男
)

分
館
対
抗
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

e
白
い
玉
+
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

H
さ
わ
や
か
な
汗
。

毎
年
恒
例
の
、
分
館
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
十
七
日

1
二
十
九
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
、

夏
の
夜
に
き
わ
や
か
な
汗
が
グ
ラ

ン
ド
に
し
み
込
み
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す。〔
青
年
の
部
〕

一

位

植

松

分

館

二

位

坂

本

分

館

三

位

北

平

分

館

四

位

大

伍

分

館

〔
壮
年
の
部
〕

一

位

植

松

分

館

二

位

大

伍

分

館

三

位

北

平

分

館

四

位

坂

本

分

館
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
各

髄
期
竺
分
館
の
老
若
男
女
が
一

割

a
w一
堂
に
集
ま
り
、
第
二
十

一
些
五
回
付
属
運
動
会
が
十

a-1一
月
十
日
(
体
育
の
日
)
、

秋
¥
鰭
河
辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

d

f
一
で
行
わ
れ
、
終
日
た
の

引
分
一
し
え
な
ご
や
か
な
雰
囲

↑
杢
気
で
快
い
汗
を
流
し
た
。

万
一
兵
一
開
会
式
は
、
河
辺
小

い
川
崎
山
学
校
の
鼓
笛
隊
六
九
名

が
先
導
す
る
中
、
前
年
度
優
勝
の

北
平
分
館
を
先
頭
に
各
分
館
選
手

団
が
入
場
し
た
。

大
野
喜
久
雄
運
首
委
員
長
が
開

会
宣
言
し
、
大
野
富
士
男
大
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
本
山
清
明
議
長
か

ら
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
そ
の

後
、
北
平
分
館
石
浦
睦
仁
選
手
の

力
強
い
宣
誓
で
競
技
を
開
始
し
た
。

今
年
は
、
最
後
ま
で
ど
の
分
館

が
優
勝
す
る
か
予
想
も
つ
か
な
い

接
戦
で
、
綱
引
き
に
ま
で
も
つ
れ

わカ瓦平成元年10月30日(3) 

込
ん
だ
が
、
綱
引
き
で
も
二
勝
一

敗
が
三
分
館
と
な
り
、
結
局
三
敗

し
た
坂
本
分
館
が
十
三
年
ぶ
り
に

優
勝
旗
を
手
に
し
た
。
来
賓
席
で

の
話
を
小
聞
に
は
さ
む
と
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
坂
本
分

館
は
、
最
近
若
い
者
が
増
え
た
け

ん
の
。
」
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

指
お
り
数
え
て
み
る
と
確
か
に
増

え
て
い
る
。
過
疎
化
が
進
ん
で
い

る
本
村
で
は
あ
る
が
何
か
し
ら
ん

う
れ
し
く
な
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

何
は
と
も
あ
れ
、
十
三
年
ぶ
り
の

優
勝
に
乾
杯
グ

優勝旗を手に喜ぷ宮本分館長

ね
Hμマき
丘

愛
媛
県
民
体
育
祭
第
二
十
回
喜

多
郡
大
会
が
九
月
三
日
五
十
崎
町

を
会
場
に
行
わ
れ
た
。
本
村
か
ら

は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
部
、
二
部
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
男
女
に
出
場
し
た
。

そ
の
結
果
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
、
優
勝
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女

子
は
、
昨
年
に
引
続
き
準
優
勝
と

い
う
好
成
績
を
お
さ
め
管
内
大
会

の
切
符
を
手
に
し
た
。

管
内
大
会
は
、
十
月
一
日
保
内

町
で
行
わ
れ
た
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
大
洲
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

宇
和
に
接
戦
の
す
え
負
け
た
。

来
年
は
、
一
回
戦
突
破
も
夢
で

は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
今
後
の

練
習
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ス
ポ
矩レ

火 2

l義

ス
ボ
レ
ク
愛
媛
閣
の
一
貫
と
し

て
、
十
月
十
五
日

1
二
十
七
日
の

問
、
八
幡
浜
管
内
の
市
町
村
を
中

継
す
る
恒
火
リ
レ
ー
が
開
催
さ
れ
、

本
村
で
も
二
十
三
日
、
二
十
四
日

の
二
日
間
行
わ
れ
た
。
二
十
三
日

は
、
肱
川
町
か
ら
橡
の
木
瀬
で
恒

火
の
引
継
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

河
辺
小
学
生
九
名
が
慎
重
に
し
か

も
力
強
く
矩
火
を
手
に
役
場
ま
で

走
り
ぬ
い
た
。
二
十
四
日
は
、
河

辺
中
学
生
に
よ
り
、
役
場
か
ら
出

合
、
出
合
か
ら
古
宮
ま
で
の
区
間

を
中
継
し
古
宮
か
ら
泉
ケ
峠
ま
で

車
で
輸
送
し
、
無
事
、
五
十
崎
町

の
代
表
者
に
恒
火
を
引
継
い
だ
。

村
を
離
れ
て
も
う
三
十
二

年
、
教
員
一
を
す
る
の
な
ら
県
都

松
山
で
と
い
う
の
が
教
職
に
つ

い
た
時
か
ら
の
私
の
夢
で
し
た
。

そ
れ
は
、
教
育
学
部
の
附
属

小
で
実
習
し
た
と
き
指
導
し
て

下
さ
っ
た
先
生
の
指
導
力
の
す

ば
ら
し
さ
に
感
動
し
、
何
時
の

日
か
自
分
も
松
山
で
あ
の
先
生

の
様
に
な
っ
て
み
た
つ
ー

i

い
と
の
憧
れ
が
そ
う
一

さ
せ
た
の
で
し
た
。
一
、
¥
吋

松
山
で
の
長
い
教
一
〆
ふ

員
生
活
の
中
で
は
、
一

j

河
辺
村
出
身
の
お
子
一

さ
ん
と
の
出
合
い
も
一

B'

数
度
あ
り
ま
し
た
。
一
み
@
回

河
辺
村
出
身
と
間
く
一
調
五

と
、
ひ
い
き
を
す
る
一
ご

わ
け
で
は
な
い
の
で
一

hu

す
が
、
ど
う
し
て
も
一

q

静
岡

身
び
い
き
に
な
り
が
一
ヤ
母
語

ち
な
の
は
ふ
る
里
の
一
、
し
れ

な
せ
る
わ
ざ
で
し
ょ
一
ヨ
名

う

か

。

一

冶

相

4

九

月

十

七

日

に

一

ー

は
、
私
が
二
年
間
勤
「
|
|

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
伍
小

(
ふ
る
さ
と
の
宿
)
で
の
「
ふ

れ
あ
い
の
集
い
」
が
あ
り
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
三
十
二
年
ぶ
り
に
足
を
入
れ

る
懐
か
し
の
校
舎
。
子
供
と
共

に
石
を
積
み
重
ね
て
作
っ
た
簡

易
プ

1
ル
で
の
水
泳
。
子
供
と

駆
け
ま
わ
っ
た
運
動
場
。
卒
業

記
念
に
と
植
樹
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

シ
l
ダ

1
0
今
は
す
っ
か
り
変

わ
っ
た
教
室
で
の
思
い
出
が
走

馬
燈
の
よ
う
に
浮
ぴ
当
時
を
回

顧
致
し
ま
し
た
。

今
は
過
疎
化
が
進
み
、
来
年

度
か
ら
は
村
内
一
・
小
学
校
と

|
|
」
か
、
一
抹
の
淋
し
さ

~
〉
掴
一
を
感
じ
ま
す
が
、
新

除
鑓
鍾
一
校
舎
の
工
事
も
進

鞠
血
管
品
一
み
、
統
合
に
よ
っ
て

凶
臨
臨
一
子
供
た
ち
は
学
習
意

E
1
一
欲
を
よ
り
盛
り
た
て

一
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

間

一

古

語

に

「

環

境

は

身
一
人
を
つ
く
り
、
人
は

.
拙
一
環
境
を
つ
く
る
J
と

ヂ

す

申

し

ま

す

。

設

備

の

用
(
一
整
っ
た
環
境
で
、
恵

1

一
ま
れ
た
素
質
を
十
分

市

一

生

か

し

、

未

来

に

仙

一

向

っ

て

羽

ば

た

い

て

J

一
ほ
し
く
悪
い
ま
す
。

一
村
当
局
に
お
か
れ

ー
ー
ー
し
ま
し
て
は
、
教
育
に

対
す
る
ご
配
慮
は
十
分
承
知
し

て
い
る
の
で
す
が
、
二
十
一
位

紀
に
生
き
る
子
供
た
ち
の
為
、
一

層
の
ご
寓
配
を
切
望
致
し
ま
す
。

ふ
る
里
創
生
に
情
熱
を
傾
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
大
野
村
長

さ
ん
を
核
に
、
河
辺
村
の
益
々

の
発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。



わ (4) 平成元年10月30日

松
山
市
周
辺
在
住
の
河
辺
出
身

者
で
組
織
す
る
「
河
辺
愛
友
会
」

(
麓
多
久
馬
会
長
)
は
、
九
月
十

七
日
、
河
辺
村
に
か
里
帰
り
d

し、

ふ
る
さ
と
の
宿
で
村
行
政
、
議
会

関
係
者
ら
と
初
め
て
の
「
ふ
れ
あ

い
の
集
い
」
を
開
い
た
。

集
い
に
は
河
辺
愛
友
会
の
麓
会

長
ら
六
十
三
人
と
、
村
側
か
ら
大
野

村
長
ら
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

旧
大
伍
小
学
校
を
「
ふ
る
さ
と

の
宿
」
に
整
備
し
て
、
初
め
て
の

里
帰
り
と
い
う
方
も
あ
り
、
様
相

を
一
変
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
宿
」

に
驚
嘆
さ
れ
る
と
と
も
に
、
最
近

の
河
辺
村
の
「
む
ら
づ
く
り
」
に

非
常
に
関
心
を
一
ホ
さ
れ
ま
し
た
。

町
村
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
で
見
聞
す
る
た
び
、
ふ
る
さ

と
河
辺
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

是
非
、
ふ
る
さ
と
の
宿
で
開
催
さ

れ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
に
参

加
し
た
い
。
」
と
思
っ
て
い
た
等
の

お
話
し
を
聞
き
、
さ
ら
に
、
心
の

ふ
る
さ
と
河
辺
と
し
て
誇
り
に
し

て
頂
け
る
村
づ
く
り
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
際
、
愛
友
会
有
志

の
方
々
よ
り
、
大
洲
出
身
の
洋
画

J丈カ込第 85号

家
@
尾
上
実
さ
ん
(
五
三

)
l松

山
市

l
が
制
作
し
た
油
彩
画
「
御

幸
の
橋
」
(
四
十
号
)
が
河
辺
村
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

尾
上
実
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
画
壇

の
巨
匠
サ

1
ジ
・
マ
ル
ジ
ス
氏
が

審
査
す
る
サ
ー
ジ
a

マ
ル
ジ
ス
貰

を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
各
展
に
入
賞

さ
れ
て
お
り
一
号
三
万
一
二
千
円
の

評
価
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
豪
華
な
贈
り
物
で
す
。

村
で
は
、
是
非
村
民
の
皆
さ
ん
に
、

来
庁
者
に
見
て
頂
き
た
い
と
役
場

玄
関
ロ
ビ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。

玄関ロビーの豪華な贈り物(油彩画)

記

念

誌

。
や
ま
び
-
}
の
発
行
申

河
辺
小
学
校
の
幾
多
の
諸
兄

姉
先
輩
の
方
々
の
誇
り
高
き
伝

統
と
地
域
の
方
々
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
に
よ
り
、
新
し
い
統

合
、
河
辺
教
育
が
展
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
の
佳
き
年
を
迎
え
、

前
世
を
偲
び
後
世
の
足
掛
か
り

と
な
る
べ
く
、
記
念
誌
「
や
ま

び
こ
」
を

P
T
A
で
企
画
し
、

河
辺
小
、
旧
大
伍
小
学
校
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
た
ち
の
心
の
ふ

る
さ
と
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も

残
る
も
の
に
し
た
い
も
の
だ
と

念
願
し
て
心
を
こ
め
て
制
作
、

発
行
致
し
ま
す
。

一
、
書
名
「
や
ま
び
こ
」

二
、
規
格

A
5
版
、
上
製
本
。

表
紙
ク
ロ
ス
張
り
、
ケ
ー
ス

付
。
写
真
約
三
六

O
枚
掲
載
。

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
/

グ
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で
4

大
洲
交
通
安
全
協
会
河
辺
支
部

(
佐
伯
保
支
部
長
)
但
例
の
河
辺

小
学
生
に
よ
る
「
鼓
笛
隊
パ
レ
ー

ド
」
が
九
月
二
十
七
日
、
植
松
地

区
で
行
わ
れ
た
。

同
パ
レ
ー
ド
は
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
中
、
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
も
の
で
、
河
辺
駐
在

三
、
発
行
部
数

回
、
記
述
内
容

①
巻
頭
言
、
祝
辞

②
我
が
学
び
舎
は
い
ま

校
舎
@
校
旗
・
校
歌
・
校
訓

③
校
舎
の
移
り
変
わ
り

航
空
写
真
で
み
る
変
遷

④
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

愛
媛
新
聞
本
社
の
マ
イ
ク
ロ

一
河
辺
小
学
校
一

一

P
T
A
一

限
定
三
百
冊

フ
ィ
ル
ム
か
ら
コ
ピ
ー

⑤
歴
代
校
長
、

P
T
A会
長
写
真

⑥
学
校
の
沿
革

日
誌
の
中
よ
り
詳
し
く
掲
載

⑦

P
T
A
活
動
の
あ
ゆ
み

⑧
歴
代
教
職
員
名
簿

⑨
卒
業
記
念
写
真

大
伍
校
は
全
年
度
掲
載

河
辺
校
二
十
七
年
よ
り
全
部

所
の
パ
ト
カ
ー
が
先
導
。
交
通
安

全
協
会
関
係
者
と
共
に
「
安
全
に

伊
予
路
を
走
る
き
わ
や
か
さ
」
を

ム
口
言
葉
に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

沿
道
の
方
々
か
ら
盛
大
な
拍
手
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
当
日
役
場
前
で
、
河
辺
小

学
校
鼓
笛
隊
の
全
員
に
、
大
野
富

士
男
村
長
、
並
び
に
大
洲
安
全
協

会
山
下
会
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
古
い
も
の
も
掲
載

⑩
卒
業
生
、
在
校
生
名
簿

⑪
思
い
出
の
記
(
卒
業
生
)

卒
業
年
度
に
よ
り
各
一
名

ず
つ
約
七
十
名
の
方
々

⑫
思
い
出
の
記
(
思
師
)

勤
務
さ
れ
た
先
生
の
中
よ

り
約
四
十
名
の
方
々

⑬
在
校
生
の
ぺ

l
ジ

各
学
年
自
由
に
思
い
出
を

⑭
幼
稚
園
の
部

在
園
児
と
こ
の
一
年

沿
革
、
思
い
で
写
真

卒
園
記
念
写
真

⑮
さ
よ
う
な
ら
校
舎

写
真
で
み
る
最
後
の
校
舎

あ
り
し
日
の
河
小

※
「
や
ま
び
こ
」
の
発
行
は

都
合
で
大
変
遅
れ
て
い
ま
す

が
、
近
々
の
発
行
の
予
定
で

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

~河辺小による鼓笛パレード~

ど
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去
る
九
月
十
五
日
敬
老
の
日
記

念
式
典
並
び
に
、
婦
人
会
に
よ
る

敬
老
会
が
、
村
内
の
回
会
場
で
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
受
付
開
始
、
八
十
歳

以
上
の
方
々
に
敬
老
年
金
の
支

給
、
十
一
時
よ
り
来
賓
多
数
の
方

を
お
迎
え
し
て
の
式
典
で
は
、
村

長
式
辞
の
後
、
米
寿
者
六
名
、
九

十
歳
以
上
九
名
の
方
々
に
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
村
議
会
議
長
、

村
社
協
会
長
、
村
連
婦
人
会
長
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
ど
祝
辞
が
あ
り
厳
粛

の
内
に
閉
式
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
婦
人
会
に
よ
る
敬
老

わカ込平成元年10月30日(5) 

…記念式典の様子(植松)…

会
が
行
わ
れ
演
会
、
カ
ラ
オ
ケ
、

余
興
が
続
出
し
、
ご
老
人
の
ご
満

悦
の
様
子
に
改
め
て
、
婦
人
会
の

方
々
に
感
謝
し
敬
服
い
た
し
ま
し

た
米
寿
者
及
び
九
十
歳
以
上
の
方

は
、
次
の
通
り
で
す
。

米
寿
者

上

大

成

富

永

福

松

八

八

歳

赤

ケ

滝

新

徳

太

郎

八

八

歳

三

久

保

小

西

ヒ

イ

八

八

歳

川

上

本

門

フ

ジ

エ

八

八

歳

横

通

山

本

新

吉

八

八

歳

神

納

田

遁

サ

カ

エ

八

八

歳

高
齢
者
(
九
十
歳
以
上
の
方
)

上
大
成
宮
永
ヲ
チ
エ
九
三
歳

植

松

智

葉

峰

夫

九

十

歳

横

山

新

田

宗

太

郎

九

四

歳

横

山

新

田

曹

三

郎

九

一

歳

稲

谷

稲

森

リ

ン

九

一

環

名

場

連

麓

保

定

九

一

歳

竹

の

瀬

久

保

亀

若

九

二

歳

神

納

佐

伯

キ

ク

百

歳

長

崎

栄

野

カ

子

ヨ

九

八

歳

な
お
、
河
辺
村
最
高
齢
者
の
佐

伯
キ
ク
氏
に
は
、
満
百
歳
を
記
念

し
て
愛
媛
県
と
河
辺
村
か
ら
記
念

品
が
あ
り
、
村
長
が
住
居
を
訪
問

し
心
か
ら
お
歓
び
申
し
上
げ
る
と

共
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た。
健
受康
け診
た断
あ
と
は

i f ~ ~ I健康控よワ !?T平
活 2よ け年検検成
や聾るに重チの早体療気ま診診元
日空よ一要ェ動いのにのしをが年
常藍う回でツきかど役早たも、度
生型にはすクがなの立期。つ十の
活ましぜ。で毎ど部 2発健て月成
}二まひ凹き年、分た見康終三人
注立し健 O る継健の !2・診了日病
意むよ康歳こ続康老之早断いの検
をでう診にと的状化す期はた婦診
う、、。断なもに態が¥治病し人・ …婦人会による敬老会の様子(坂本)…

け
た
と
き
は
き
ち
ん
と
守
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

。
血
庇
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら

①
塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い
。

②
野
菜
を
十
分
に
と
る
。

③
ス
ト
レ
ス
@
過
労
を
さ
け
る
。

④
外
出
時
は
衣
服
の
調
節
で
保
温

を。

⑤
ト
イ
レ
や
風
巴
場
の
脱
衣
所
も

保
温
を
。

⑥
入
浴
は
ぬ
る
め
の
湯
に
ゆ
っ
く

打
ノ
ト
」
。

⑦
便
秘
を
防
ぐ
。

⑧
禁
煙
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ

ど
に
。

⑨
月
に

l
回
は
血
圧
測
定
を
。

⑩
薬
の
服
用
を
指
示
さ
れ
た
ら
、

き
ち
ん
と
守
る
。

。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
い

わ
れ
た
ら

①
動
物
性
指
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い
。

②
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
レ

パ
1
、
パ
タ

l
、
い
く
ら
、
シ

シ
ャ
モ
な
ど
の
食
品
は
ひ
か
え

め
に
。

③
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の
青
背
の

魚
を
積
極
的
に
食
べ
る
。

④
野
菜
類
、
い
も
類
、
こ
ん
に
ゃ

く
な
ど
食
物
繊
維
の
多
い
食
品

を
多
め
に
と
る
。

⑤
適
度
な
運
動
を
。

⑥
禁
煙
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ

ど
に
。

⑦
睡
眠
時
聞
を
十
分
に
。

⑧
ス
ト
レ
ス
の
追
放
。

⑨
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
。

。
心
臓
機
能
に
異
常
が
あ
る
と
い

わ
れ
た
ら

①
動
物
性
脂
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い
。

②
肥
満
を
防
ぐ
。

③
食
後
一
時
間
く
ら
い
は
安
静
に
。

④
お
潤
は
適
量
を
。
(
日
本
酒
な
ら

一
合
ま
で
)

⑤
ス
ト
レ
ス
の
解
消
。

⑥
睡
眠
は
し
っ
か
り
と
る
。

⑦
入
浴
は
ぬ
る
め
の
湯
に
。

⑧
ト
イ
レ
の
保
温
を
。

⑨
禁
煙
。

⑩
胸
の
中
央
部
の
痛
み
、
左
一
屑
・

腕
な
ど
に
走
る
痛
み
や
し
び
れ
、

の
ど
が
つ
ま
る
よ
う
な
痛
み
な

ど
が
あ
れ
ば
す
ぐ
底
師
の
診
察

を
う
け
る
。

支
払
通
知
書
に
シ
l
ル

「
年
金
額
が
、
他
人
に
わ
か
ら
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

受
給
者
の
声
に
こ
た
え
、
支
払
通

知
書
、
振
込
通
知
書
の
年
金
額
記

載
部
分
に
シ

l
ル
を
貼
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

遺
族
、
障
害
年
金
が
十
月
支
払

分
か
ら
、
そ
の
他
の
年
金
に
つ
い

て
は
、
来
年
ニ
月
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。
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お
£
き
ぺ
川

J

m山
泊
羽

fMo--。

交
え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り

。
開
催
期
日

⑧
十
一
月
二
十
五
日

ー
二
十
六
日

。
開
催
場
所

。
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

@
愛
媛
県
農
業
試
験
場

O
行

事
@
ふ
る
さ
と
産
物
展

・
パ
ノ
ラ
マ
展

-
按
術
。
ア
イ
デ
ア
展

等
盛
り
た
く
さ
ん
の
催
し
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
H

分
館
対
抗

卓
球
@
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

o
日
時
十
一
月
十
九
日

午
前
八
時
三
十
分

1

0
場
所
河
辺
中
学
校
体
育
館

す
河
辺
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

O
と
き
十
二
月
三
日
(
日
)

O
と
ニ
ろ
ふ
る
さ
と
の
宿

商
工
会
員
等
で
構
成
す
る
「
ふ

れ
あ
い
事
業
推
進
協
議
会
」
が
消

費
者
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を

願
っ
て
「
河
辺
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

を
実
施
し
ま
す
。
ま
つ
り
は
、
ア

ワ
フ
ワ
人
形
、
映
画
「
大
巨
獣
ガ
ツ

パ
」
の
上
映
、
テ
ニ
ス
大
会
、
ク

ロ
ツ
ケ

l
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

居
酒
屋
コ
ー
ナ
ー
等
、
子
供
か
ら

お
年
寄
ま
で
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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第
二
回
名
月
ふ
る
さ
と

カ
ラ
オ
ケ
犬
会
入
賞
者

(
九
月
二
日
)

カ
ラ
オ
ケ
大
賞

坪

内

弘

(

大

洲

市

)

歌

唱

賞

小

川

勇

(

河

辺

村

)

戸
田
薫
明
(
河
辺
村
)

熱

演

賞

北
地
和
江
(
河
辺
村
)

上
川
勝
利
(
河
辺
村
)

井
本
繁
男
(
河
辺
村
)

特

別

賞

本
田
ミ
ネ
ヨ
(
河
辺
村
)

来
年
は
是
非
あ
な
た
が
栄
冠
を
。

藩
の
道
の
県
内
ル

l
ト
が
昨
年
解

明
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
河
辺
村
で

は
、
坂
杢
庖
馬
脱
藩
の
道
保
存
会
(
会

長
大
野
村
長
)
を
結
成
し
文
化
的
遺

産
と
し
て
保
存
活
動
に
取
り
組
ん

守
い
ま
す
。
こ
の
一
貫
と
し
て
グ
わ

ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
竜
馬
脱
藩
の

道
。
が
九
月
十
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
河
辺
を
は
じ
め

大
洲
、
松
山
な
ど
の
家
族
連
れ
や

小
学
校
、
会
社
グ
ル
ー
プ
の
百
三

十
四
人
が
参
加
。
覆
ケ
峠
l
神
納

i
横
通
り
l
封
事
ケ
峠
1

一一一杯谷

i
日
除
|
水
ケ
峠
l
泉
ケ
峠
の
間

で
A
(
八
キ
ロ
)
・

B
(
五
キ
ロ
)
@
C

(四
J
)
に
分
か
れ
、
森
林
浴
を

増
本
喜
久
男
…

り

佐

伯

範

男

九

「
た
い
が
い
に
や
ろ
う
や
」
と
夫
婦
で
言
い
お
る
に

過
労
で
眠
れ
ぬ
夜
の
多
き
ょ

守"'"円

歌

子
規
が
柿
を
喰
い
つ
つ
聞
き
し
鐘
の
音
を

吾
も
聞
き
つ
つ
パ
ス
に
乗
り
こ
む

清
水

孝

!;:己
J、ニム

日
本
の
夜
明
け
め
ざ
し
て
龍
馬
越
え
し

こ
の
桝
に
今
わ
れ
ら
伊
ち
た
り

念
-~願
生ょの
終家
え建
むち
とて
Jし、こ
定の
ま山は
る峡ぎ

農
守

上
林
ヨ
シ
子

け楽
抜し 1
けみ馬
たな J
竜が
馬ら

f重
のノ、
刊の

正盟
主語

役
職
員
等
紹
介
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わ
ら
じ
で
歩
こ
う
刀

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

こ
れ
ま
で
ナ
ゾ
だ
っ
た
竜
馬
脱

中
学
生
が
、
学
校
で
同
和
問

題
に
つ
い
て
ど
ん
な
学
習
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
が
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
人
権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
学
習
を
し
で
い
る
か
に
つ
い

て
、
親
が
無
知
・
無
関
心
・
無

責
任
な
態
度
で
い
る
と
し
た
ら
、

親
と
し
て
の
権
威
も
指
導
性
も

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
供

の
期
待
を
裏
切
る
親
に
な
ら
な
い

た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
は
学
習
し

τ欲
し
い
も
の
で
す
。

て
部
落
差
別
は
い
つ
、
だ
れ
に

よ
っ
て
、
何
の
た
め
に
、
ど
う
し

て
作
ら
れ
た
か
。

ニ
、
部
落
解
放
令
と
は
ど
ん
な
こ

と
か
。

三
、
西
光
万
吉
が
水
平
社
創
立
宣

言
を
起
草
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

回
、
戦
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
同

和
教
育
が
は
じ
ま
っ
た
か
。

す
ん
診
積
所

七
月
一
日

1
医
師
重
川
洋
一

大
教
育
委
員

十
月
一
日

1
委
員
大
野
清
正

右
の
方
が
任
期
等
に
よ
り
新
し

く
職
に
つ
か
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

五
、
間
対
審
、
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
は

ど
ん
な
内
容
か
。

六
、
同
和
教
育
は
、
私
た
ち
の

生
活
や
生
き
方
と
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
り
が
あ
る
か
。

七
、
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育

を
積
榎
的
に
関
心
を
も
っ
て
知

ろ
う
と
す
る
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

消
息
一
日
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9
@
叩

す
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

長
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上
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場
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r一

秋
の
取
り
入
れ
も
終
わ
り
、
ま

た
一
歩
糸
、
に
近
づ
い
て
日
増
し
に

寒
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
年
の
冬
は
、
ど
っ
さ
り
来

る
の
か
な
。
近
年
は
、
あ
ん
ま
り

ど
っ
さ
り
も
な
い
し
。
米
な
付
り
ゃ

い
い
な
と
思
い
な
が
ら
、
や
っ
ぱ

り
来
る
だ
ろ
う
な
と
、
覚
悟
を
し

て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う

カ


